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【目的】血圧変動 と頭部酸素化ヘモグロビン(O2Hb)変 化量
との関係が,測 定部位によって異なるのか明 らかにするこ

とを目的 とした。【方法】健常成人9名(平 均年齢21.4±

1.0歳)を 対象 とした。課題動作は20秒 間の息 こらえとし,

連続血圧 ・血行動態測定装置(Finometer,Finapress　 Medi-

calSystems社)を 用いて平均血圧を計測 した。頭部O2Hb

の計測には脳酸素モニタ(OMM-3000,島 津製作所)を 使用

し,大 脳縦裂か ら外側溝方向に向かいプローブを配置 し

た。計測チ ャネル数は34チ ャネルであった。 【結果】O2Hb

と平均血圧 との間に0.61～0.91の 有意 な相関関係を認め,

大脳縦裂か ら外側溝方向に向かうにつれて,相 関係数が高

くなる傾向にあった。【考察】息 こらえ課題中の血圧変動

が頭部NIRS信 号に及ぼす影響は,頭 部の部位 によって異

なることが考えられた。


